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初期評価プロファイル（SIAP） 

 

ジメトキシジメチルシラン 

 

 

CAS No. 1112-39-6 

化学名：Dimethoxydimethylsilane 

 

 

 

SIAR結論の要旨 

 

削減された試験の理論的根拠 

ジメトキシジメチルシラン（DMDMS）は、水の存在下、pH 7及び25 ℃で< 0.6時間の半減期で急速な加

水分解を受けるため、水溶解度、分配係数及び生分解性試験は実施されなかった。DMDMSの化学構造に基

づいて、1モルのジメチルシランジオール（CAS 1066-42-8）に対し2モルのメタノール（CAS No. 67-56-1）

の等比で、加水分解生成物、メタノール及びジメチルシランジオールが予想される。それにもかかわらず、

DMDMSの水溶解度及び分配係数のエンドポイントに関するモデルデータが提供されている；それは物質挙

動に関する価値ある情報を同様に提供する。加水分解生成物のメタノール及びジメチルシランジオールにつ

いて、生分解性データが利用でき、提供されている。水溶液中において、DMDMSへのばく露は一過性のよ

うであり、観察された水生毒性は主に加水分解生成物のメタノール及びジメチルシランジオールによるもの

と思われる。ジメチルシランジオールは、環境関連温度及びpHで96時間安定であることが示されている。こ

のように、加水分解生成物（メタノール及びジメチルシランジオール）由来するデータは、DMDMSの魚類

に対する急性毒性及び水生植物に対する毒性に対処するために使用される。加水分解生成物のメタノールの

データは、SIAM19（米国が提供；文書はhttp://www.oecd.org/document/63/0,3343,en_2649_34379_1897983 

_1_1_1,00.htmlで入手可能）で示され、合意されている。 

 

物理-化学的特性 

米国環境保護庁及びSyracuse Research Corporationによって開発されたEPISuiteプログラム（v 4.0）は、

分子構造中にシランを含む化学物質に関して検証されていない（いくつかの測定データが、演習セットの中

に含まれてはいるけれども）；したがって、計算値と関連する不確実性があり、計算値が報告される際は常に

注意して用いられなければならない。 

 

ジメトキシジメチルシラン（DMDMS）は、融点-80.2 ℃、1010.9 hPaでの沸点81.5 ℃、及び25 ℃で測

定蒸気圧113.68 hPaの液体である。算出されたオクタノール／水分配係数（log Kow）は0.585であり、算出

された水溶解度は25 ℃で6,800 mg/Lである。水溶解度及びlog Kow値は当該化学物質が加水分解的に不安定

であるため、適用できない。 
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ヒト健康 

親物質のトキシコキネティクスについてのデータは利用できない。しかし、この原料の急速な加水分解は、

2モルのメタノール及び1モルのジメチルシランジオールを生成すると予想される。水溶液としてヒト皮膚に

24時間適用された際の、14C標識ジメチルシランジオール（14C-DMSD）のin vitro経皮浸透性が評価された

[OECD TG 428]。試験終了時、59.5 %の14C-DMSDが皮膚表面から揮発し（ばく露部位上に置かれた活性炭

バスケットに捕捉された）、18.3 %が皮膚表面にあり、2.5 %が洗浄及びテープストリッピング後に皮膚に残

り、そして適用された用量の13.9 %が吸収された；吸収された用量の82.1 %が皮膚を通して浸透した。 

 

DMDMSの雌雄ラットにおける経口（胃管強制）LD50は、4,235 mg/kg bwであった［OECD TG 401］。中

枢神経系への影響が、毒性の顕著な臨床徴候であった。動物における刺激性又は皮膚感作性に関する実験デ

ータは存在しない。 

 

反復投与／生殖／発生毒性スクリーニング併合試験［OECD TG 422］おいて、DMDMSは、0（コーン油）、

50、250及び1,000 mg/kg bw/dayで10匹のラット／性／用量に胃管強制により投与された。雄は、交配前及

び交配期間中に処理された。雄及び毒性群の雌は、それぞれ29又は28日間処理された後に屠殺された。臨床

徴候は、1,000 mg/kg bw/dayを投与された雌雄における顎及び／又は泌尿生殖器部位の汚れを含んでいた；

また、1,000 mg/kg bw/dayの雌において鼻口部の汚れも認められた。試験中の平均体重、体重増加量、摂餌

量、FOB試験及び自発運動量パラメータ、血液生化学的検査、プロトロンビン及び／又は臨床化学的パラメ

ータにおける対照群と処理群との間に統計的に有意な処理関連の差異はなかった。1,000 mg/kg bw/dayでは、

雄において、副腎、胸腺及び精巣の絶対並びに相対重量の統計的に有意な減少、及び精巣上体、前立腺及び

精嚢の絶対重量の統計学的に有意な減少がみられた；雌においては、脾臓の絶対及び相対重量の統計的に有

意な減少がみられた。250及び1,000 mg/kg bw/dayの雌雄において、肝臓の絶対及び相対重量の統計的に有

意な増加がみられた。組織病理学的検査では、1,000 mg/kg bw/dayで雄ラットの肝臓（小葉中心性肝細胞肥

大、肝細胞空胞化及びプロトポルフィリン症）、副腎（副腎皮質萎縮）、雄の腎臓、雄ラットの精巣及び精巣

上体（精母細胞の変性、精細管変性）及び雌ラットの肝臓（小葉中心性及び汎小葉性肝細胞肥大）において、

有害な変化を示した。1,000 mg/kg bw/dayのすべての雌雄の甲状腺において、濾胞細胞肥大がみられた。こ

れは、適応性の二次影響（肝ミクロソーム酵素の上方調節に関連）と考えられそしてラットに対して有害で

あるが、そのメカニズムは一般に甲状腺結合グロブリンの著しい量を有する種には適用できない。全身毒性

のNOAELは、250 mg/kg bw/dayであり、LOAELは1,000 mg/kg bw/dayであった。 

DMDMSはin vitroでの細菌（Salmonella typhimurium TA98、TA100、TA102、TA1535及びTA1537）

における遺伝子突然変異[OECD TG 471]、又はチャイニーズハムスター卵巣細胞における染色体異常[OECD 

TG 473；10mMの限界用量で試験]を誘発しなかった。これらの結果に基づき、DMDMSにin vitro遺伝毒性

があるとはみなされない。 

 

DMDMSの発がん性についてのデータは利用できない。 

 

ラットにおける反復投与／生殖／発生毒性スクリーニング試験（OECD TG 422）において、DMDMSの生

殖毒性が調べられている。DMDMSは、胃管強制により、10匹のラット／性に対し、用量0（コーン油）、50、

250及び1,000 mg/kg bw/dayで投与された。雄は少なくとも29日間（交配の14日前及び交配の期間）処理し、

雌は交配の14日前から交配及び妊娠期間及び分娩後3日まで、処理した。1,000 mg/kg bw/dayの雌（妊娠第3
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週及び分娩後4日の間）に関して、体重増加量の減少があった。1,000 mg/kg bw/dayの観察（妊娠日数の増加

及び生存児動物の減少）に基づいて、受胎能への影響に対するNOAELは、250 mg/kg bw/dayであった。い

ずれの児動物に関しても、肉眼的異常は認められなかった。1,000 mg/kg bw/dayの観察（着床後損失の増加、

生存可能児動物の総数及び生存可能児動物の数／総数の割合の有意な減少、最終の同腹児重量の減少、最終

の平均児動物体重の減少、及び出生後死亡のパーセンテージの増加）に基づき、母動物及び発生毒性のNOAEL

は250 mg/kg bw/dayであった。 

 

DMDMSはヒトの健康への有害性を示す可能性がある（反復投与（肝臓、副腎、腎臓、精巣及び精巣上体）、

生殖及び発生毒性）。OECD HPV化学品プログラムの目的のために、ヒト健康の有害性を特徴付けるのに適

切なスクリーニングレベルのデータが利用可能である。 

 

環境 

ジメトキシジメチルシラン（DMDMS）は、水の存在下、pH 7及び25 ℃で< 0.6時間の半減期で急速な加

水分解を受けるため、水溶解度、分配係数及び生分解性試験は実施されなかった。 

 

pH 7及び25 ℃において測定されたDMDMSの加水分解半減期は< 0.6時間である。大気中において、ヒド

ロキシラジカルとの反応による間接的光酸化は、全体的なOH速度定数1.96 x 10-12 cm3/molecule-secより、半

減期5.5日で生じるものと推測される。DMDMSの生分解性は、急速な加水分解により決定されていない。こ

の原料の急速な加水分解に基づき、生分解のいずれの可能性も加水分解生成物になると思われる。結果的に、

試験系に残る物質は、メタノール及びジメチルシランジオールのみとなる。標準予備試験で5日及び20日後に

それぞれ76 ~ 82 %及び95 %の除去を示した標準試験の結果に基づき、メタノールは易生分解性である。ジメ

チルシランジオールは、14CO2生産に基づいて1ヵ月に0.9 ~ 6.4 %の速度で土壌中において生分解されること

が示されており、易生分解性であるとは予想されない。 

 

大気、水、及び土壌コンパートメントに等しく、かつ連続的な分配を用いるフガシティーモデルレベルⅢ

の計算は、DMDMSが底質コンパートメント（< 1 %）に無視できる程度の分配を伴って、土壌（58.3 %）、

水（25.8 %）、及び空気（15.8 %）コンパートメントに分配されるであろうことを示唆する。しかし、DMDMS

は加水分解に対して不安定であるため、この原料は環境中で見られることはほとんどない。算出ヘンリー定

数1.20 x 102 Pa- m3/mole (1.18 x 10-3 atm-m3/mole)は、DMDMSの水層からの揮発が高いと予想されること

を示唆する。 

 

（以下の2つの段落はごくわずか異なる；1つは削除すべきである；最初の段落が正しいと思われる） 

親化合物のDMDMSは加水分解に対して不安定であるため、生物蓄積は予測されない。加水分解生成物の

ジメチルシランジオールの推定BCFは低い（3.16）。しかし、本モデルはこの化合物について検証されていな

いため、ジメチルシランジオールの生物蓄積に関する最終結論を正確に導くことはできない。メタノールに

ついて、Cyprinus carpio及びLeuciscus idusを含む魚類におけるBCFsの実験値< 10が測定されている。 

 

親物質のDMDMSは加水分解に対して不安定であるため、生物蓄積は予測されない。加水分解生成物ジメ

チルシランジオールの推定BCFは低い（3.16）。しかし、本モデルは構造中にシランを含有する化合物につい

ては検証されていないため、ジメチルシランジオールの生物蓄積の最終結論を正確に導くことはできない。
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メタノールについて、Cyprinus carpio及びLeuciscus idusを含む魚類におけるBCFsの実験値< 10が測定され

ている。 

 

DMDMSは加水分解反応により、メタノール及びジメチルシランジオールを生成する。ジメチルシランジ

オールの生物蓄積性は正確には予測できないが、低いと予想される（BCF = 3.16と算出される）。メタノール

は生物蓄積の可能性は低い（測定BCF < 10）。さらに、これらの特性のために、現在の推定モデルは、既知

の精度でジメチルシランジオールの物理化学的又は環境運命値を算出することができない。表面へのジメチ

ルシランジオールの吸着及びそれ自体の重合傾向は、この化学物質の重要な特性である。環境において、ジ

メチルシランジオールは、水及び空気中に見出され、土壌及び底質によって吸着されると予想されるが、依

然として加水分解を受ける。空気、水及び土壌中の未結合ジメチルシランジオールは、光分解によりシリカ

及び二酸化炭素に分解されると予想される。 

 

DMDMSの急速な加水分解により、水生生物は親物質及びその加水分解生成物のメタノール及びジメチル

シランジオールにばく露されると思われる。DMDMSの無脊椎動物に対する急性水生毒性が、調べられてい

る。加水分解生成物のメタノール及びジメチルシランジオールに関するデータは、魚類、水生無脊椎動物、

及び水生植物に対する急性毒性について提供されている。 

 

次の急性毒性試験結果が、水生生物種について決定されている： 

DMDMS 

魚類：データなし 

無脊椎動物[Daphnia magna] 48 h EC50 > 100 mg/L（止水式；設定） 

藻類：データなし 

 

メタノール 

魚類[Lepomis macrochirus]：96h LC50 = 15,400 mg/L（流水式） 

魚類[Salmo gairdneri]：96h LC50 = 20,100 mg/L（流水式） 

魚類[Pimephales promelas]：96h LC50 = 28,100 mg/L（流水式） 

無脊椎動物[Daphnia magna]：48h EC50 = 10,000 mg/L（詳細は不明） 

藻類[Scenedesmus quadricauda]：10 ~ 14 d EC50 = 28,400 mg/L*（詳細は不明） 

 

ジメチルシランジオール 

魚[Oncorhynchus mykiss]：96h LC50 > 126 mg/L（止水式、測定） 

無脊椎動物[Daphnia magna]：48h EC50 > 117mg/L（止水式、測定） 

藻類[Pseudokirchneriella subcapitata]：72h EyC50、EC50 > 118 mg/L*（止水式；測定） 

藻類[Pseudokirchneriella subcapitata]：NOEC = 118 mg/L（止水式；測定） 

JETOC注：*SIAPに単位がなかったのでSIARを確認し、JETOCが追記した。 

 

DMDMSは、その低い有害性プロファイル及びその加水分解生成物の低い有害性プロファイルに基づき、

環境に対して有害性を示さない。DMDMSは易生分解性であるとは予想されない。OECD HPV化学品プログ

ラムの目的のために、環境有害性を特徴付けるのに適切なスクリーニングレベルのデータが利用可能である。 
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ばく露 

DMDMSは、米国において2005年に454から< 4,540トン（100万から1,000万ポンド）の間で製造及び／又

は輸入された。この原料は日本においても製造されている（2005年において、< 45トン）。本物質は、化学中

間体、シリコーンポリマー／オリゴマーの中間体、ゴム添加剤、撥水剤として、及び自動車製品において使

用されている。最終使用後に残存する親物質はなく、最終製品における使用率は、0.02 ~ 100 %である。 

 

DMDMSは閉鎖系において製造される。工学的制御には、換気装置及び関連機器；閉鎖系サンプリングル

ープ；アースが含まれる。個人保護具には、安全メガネ、自給式呼吸器、手袋（不浸透性耐化学品）、耐火服、

安全靴及びヘルメットが含まれる。定常作業中のばく露は予想されない。定常作業の間にばく露の可能性の

ある経路は、経皮及び吸入を含む。 

 

産業消費者は閉鎖系においてDMDMSを使用する；追加の情報が得られなかったため、偶発的ばく露の可

能性は排除することはできない。工学的制御には、アース及び換気を含む。個人保護具には、手袋、安全メ

ガネ及び自給式呼吸器を含む。偶発的ばく露の可能性ある経路として、吸入及び経皮がある。 

 

DMDMSは、消費者用の自動車製品において< 1 %が使用されている；経皮ばく露の可能性がある。 

 

環境への意図的放出はない。この原料の反応性は水中において親物質を消失し、したがってDMDMSの環

境ばく露を限定する。 

 

 

［著作権及び免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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